
 

都道府県名：埼玉県 市町村名：皆野町 

１．活動名 

   皆野町ドングリ学校プロジェクト 

２．取組の背景、目的 

  平成20年3月22日に、埼玉県、皆野町及び(財)ニッセイ緑の財団の３者が、  

 「埼玉県森林づくり協定」を締結し、皆野町美の山において森林づくり活動を 

 行っている。この活動をきっかけに、(財)ニッセイ緑の財団が「ドングリ学校」』  

 の開催を提案し、皆野町で実施することとなった。 

  「皆野町ドングリ学校プロジェクト」は、小学校の教育プログラムの中で、 

 継続的に、子供たちに自然とのふれあいを通じて森林を育むことの大切さを、  

 学んでもらうことを目的とする。 

３．実施主体 

皆野町、(財)ニッセイ緑の財団、 

  埼玉県、NPO法人みどり環境ネットワーク 

 

４．取組の概要 

開 催 日   平成22年11月9日(火)(ドングリの植え付け)        

開催場所   皆野町立皆野小学校 

活動スタッフ ㈶ニッセイ緑の財団職員、NPO法人みどり環境ネットワーク職員、 

      皆野町教育委員会職員、皆野町立皆野 

      小学校、皆野町役場職員、埼玉県秩父農林振興センター職員 

参 加 者   皆野町立小学校（４校）児童、児童の保護者約１００名 

プログラムの内容 

       小学校児童が自分たちの手で、①「ドングリを拾う」、②「ポッ   

トへドングリを植える」、③「苗木を育てる」、④「育てた苗木を森 

林(美の山)へ植える」を行う。 

 



５．支援事業 

  ㈶ニッセイ緑の財団及び皆野町は、スタッフ、資材等を提供。 

  埼玉県は、スタッフとして技術支援等を実施。 

 

６．取組等についての成果や課題取組等についての成果や課題 

 未来を担う子供たちに、自然とのふれあいを通じて森林を育むことの大切さ 

 を学ぶ機会を提供できた。 

 学校生活の中で継続的に環境教育プログラムに取り組むことで、単発的な環  

 境イベントでは味わうことのできない達成感、充実感を味わうことができ 

 る。 

  プログラムが２～３年の長期であるため、成果が出るのに時間がかかる。 

 

 

 

 

 

 

 小学校児童へのドングリのお話をしています。 

 小学校児童が自分たちで拾ったドングリをポットへ

植え付けました。 



 小学校児童がドングリを植え付けたポットに水や

りをしました。 

 美の山に植栽するまでの数年間、児童が苗木の世話

をします。 

 参加した児童や手伝っていただいた皆さんと一緒に

記念撮影をしました。 

 


